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計画規模を超える洪水への対応（緊急放流）

• 異常な豪雨により、計画よりも大きい量の洪水がダム貯水池へ流れ込むことがあります。
⇒ゲートダムでは、下流に流す量を徐々に増加させ、貯水池に入ってくる水量と同じ量を下流に流す操作を行います。
・・・ 緊急放流（異常洪水時防災操作）

⇒ゲートレスダムでは、流入する洪水が増え続けるとダム貯水位が上昇し、非常用洪水吐から自然越流するため、下流
へ流れる量が流入量程度にまで増加します。・・・ 緊急放流（非常用洪水吐越流）

• 洪水がピークを迎えるまでは、貯水池に入ってくる水量よりも下流へ流れる量が多くなることはありません。
• その後、ダムに入ってくる洪水が減りだすと、今度は下流へ流れる量がピークを迎えるため、貯水池に入ってくる水量よりも下

流へ流れる量が多くなります。ダムに入る量とダムから出る量のピークがずれることにより、下流河川の水位上昇のピークを遅
らせることができます。

満水

In≧Out
流入量を超えない
ように放流する。

緊急放流時のFAX様式
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ダムホットラインとは、県管理１７ダムを対象として、水防地方本部長（県土整備事務所・支
所長）から市町村長等へ、緊急放流に関する情報を直接、電話により情報伝達するもの。
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＜背景＞
近年、気候変動の影響により、異常洪水の増大や局所化・集中
化が顕在化しており、事前放流等のダムの有効活用の推進が求め
られている。

＜事前放流とは＞
予測雨量情報等に基づいて洪水の発生を予測した場合に、事前
にダムの貯水位を低下させ、利水容量の一部を治水容量として一
時的に活用する操作。

【事前放流の実施フロー】

事前放流のイメージ図




